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―― ふくせん福祉用具サービス計画書・新様式案 ―― 

  2018年4月より、福祉用具貸与品について機能や価格の異なるものを複数提案することが義務付けられます。 

 

今回の Topic 

ふくせん福祉用具サービス計画書 

新様式の記載例では、事業者が貸与候補として提案する全ての福祉用具について、複数の商品で機能の違いが分かるよう、 

それぞれの選定理由を書きだして説明する必要があります。（同じメーカーの違う商品でも可能です。） 

  

。 
「家族コール 2」は 4 つのタイプから選択できます。 

ご利者に分かりやすくご提示いただけるよう、 

次ページにタイプ別の特徴をまとめましたので 

ご参考にしてください。 

福祉用具レンタル・複数商品提示について 

 

記入項目の中で、利用者にわかりやすく表現する必要があり、 

頭を悩ませるのが、「提案する理由」欄です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次ページでは、複数提案に最適な「家族コール２・C タイプ」の情報をお届けいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断の複製、転載は固くお断りいたします。 Copyright 2018 Technos Japan Co.,Ltd. All Rights Reserved. 

家族コールの出荷割合を見ると、「Ｃタイプ」は 2015年度出荷量の約 3倍になっています！ 

C タイプは、ベッド周りや部屋の出入り口など様々な場所に設置できる赤外線センサーで 

対象者がセンサーの照射エリアを通過すると報知します。 

時間帯や対象者の状態に応じて設置場所を簡単に変更できる汎用性の高いセンサーです。 

 
今号のテクノス通信 Home「在宅ケア Now」のコーナーでは 

「家族コール２・Ｃタイプ」の使用現場をご紹介いたします。 

是非ご覧ください。 


